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台湾の図書館・研究機関情報
池原一磨　井上敏孝　斎藤尚文
9月14日，松田ゼミの5名は桃園国際空港に降り立った。台風の影響で飛行機の着陸が
できず，まる一日遅れの到着である。到着はしたものの台風はまだそこにいた。この台風
は特別足が遅く，台北は相変わらず暴風圏内にある。なぜ昨日飛べなくて今日は飛べたの
か，不思議に思いながらも，目的の地に立てたことをとりあえず喜び合った。
空港で二グループに分かれた。修士2年池原，井上　学部4年村上の三名は南投県中興
新村にある国史館を目指し台中行きのバスに乗った。中央図書館台湾分館での史料収集を
メインとする修士1年浜野と私斎藤は台北行きのバスに乗った。そして4日後には台中組
も台北に引き返し台湾分館での史料収集に合流した。修士2年の二人の滞在は2週間，そ
の他の三人は1週間であったが，その間，史料収集のほか，それぞれの研究目的に応じて
研究者訪問，聞き取りや現地調査を組み入れた。「基隆築港」を研究する井上は，基隆港
を視察，港湾局では史料収集の協力を得た。「バナナ」を研究する浜野は，海外旅行初体
験ながら一人高雄まで足を伸ばし，近郊のバナナ園を訪問，栽培状況の視察と経営者への
聞き取りを敢行した。そして松田ゼミ史上初の台湾新幹線搭乗者となった。斎藤は中央研
究院の研究者お二人と面会，研究上の重要な示唆を頂いた。また「台中第一中学校創立」
への興味から史料収集と聞き取りを目的に，台北市内にある台中一中校友会事務局を訪問
した。いずれも事前に松田先生からご紹介を頂いた方々である。
今回の台湾訪問は，まったくの「史料収集の旅」となった。ひたすら史料複写・椀影の
毎日で，とりたてて観光地に行くようなことはなかった。第」の理由は，なんといっても
各々集めるべき史料が膨大でその暇がなかったことだ。第二の理由は，各人が観光にあま
り意欲的でなかったことである。「糖業」を研究する池原は父の仕事の関係で天母に暮ら
したことがあり，台北はいわば“わが庭”。いまさら観光するほどのこともない。麦わら
帽子にアロハシャツ，短パンにセッタ姿でエバ一機に乗り込んだ村上。出で立ちこそ遊ぶ
気満々に見えた彼だったが，現地では研究テーマ「妾制度」の史料の収集に余念なく，台
湾は初めてだったにも関わらず観光を切望する風も感じられなかった。第三の理由は台北
組の体調不良だ。浜野は腹痛，斎藤は風邪で咳が止まらない状態が続き，新装の故宮博物
院，夜市でのB級グルメ食べ歩きにさえ気が向かない有様だった。
ただ私個人は，極度の疲れ目のため史料収集を途中放棄，最後の二日間は療養を兼ねて
北投と陽明山に遊んだ。いずれも温泉地，そして研究テーマ「摂政宮行啓」の地でもある。
泉質は抜群で，温泉好きの私には至福の時間となった。陽明山の前山公園では野天での按
摩を体験した。按摩が始まって10分くらいたっただろうか。大きな声が公園中を駆け巡っ
た。すると按摩師達が蜘蛛の子を散らしたようにどこかへ行ってしまう。私は一人簡易ベ
ッドに放置されたままである。声の主がいなくなると，彼等は戻ってきて何食わぬ顔で按
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摩を再開する。何事かと尋ねると，「あれは警察。でも心配ない。あんたは寝てれば捜問
題！」との返事。一抹の不安もよぎったが，格安の料金は前払いしてあるし，何より按摩
の技術は確かで写艮野月針”だ。同じ台北市内とは思えないような美しい線，新鮮で涼や
かな空気。結局最後まで身をゆだねることにした。これが一番の思い出となった。
さて，台湾研究に役立つホットな情報を捷供するのが本記の目的であった。以下，中央
図書館と国史館を池原・井上，中央研究院を斎藤が担当した。渡台時の参考となれば幸い
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎藤）
（1）国立中央図書館台湾分館
国立中央図書館台湾分館はMRT台北駅から「南勢角行き」に乗り、永楽市場駅で下車
する。永楽市場駅から東へ歩いて3分で同館に到着する。同館は毎週月曜日と祝日が休館
日である。また、開館時間であるが平日は午前9時から午後9時まで、土日は午前9時か
ら午後5時までである。図書カードの作成は1階のカウンターで行う。このとき身分を証
明するもの、例えばパスポートが必要となる。日本語はあまり通じなかったと思われる。
同館の6階にある「台湾資料室」には、日本が台湾を統治していた半世紀の間の資料が大
部分であり、それらの多くが日本語で刊行されている。6階の資料はコピーできる資料と
できない資料がある。コピーできる資料はユ枚100元でコピーカードを購入する。コピー
は1枚1元であるため、そのカードで100枚コピーすることができる。コピーが禁止され
ている資料はマイクロフィルム化されているため、6階のカウンターに資料を提示しマイ
クロフィルムを借りる。マイクロフィルムのコピーは1枚5元である。マイクロフィルム
のコピーは少し高めなのでデジカメで複写することを勧める。デジカメによる複写は許可
されているため申請さえすれば何枚でも複写可能である（一部有料のものあり）。6階の
カウンターは少しであるが日本語が通じる。
＊　国立中央図書館台湾分館ホームページ；http：〟W対．n丑ed山W　　　（池原　井上）
（2）国史館台湾文献館
国史館台湾文献館は台中駅前にあるバス停から南投行きのバスに乗車し省訓園にて下車
する。台中駅から省訓園まで70分ほどである。そこから同館まで徒歩で3～5分ほどであ
る。帰りは、省訓園にはなかなかバスが来ないため、中興路まで出た方がよい。そのバス
停には10～15分間隔で台中行きのバスが来る。開館日は毎週月曜から金曜である。開館
時間は午前8時30分から午後5時までである。到着すると、まずカウンターで施設利用
ために名前を記入しなければならない。そこは日本語が通じない。同館には「台湾総督府
公文類纂J「台湾総督府専売局公文類纂」などが所蔵されているが、全てマイクロフィル
ム化されている。パソコンの利用の仕方は丁寧に教えてもらえる。コピー料金は1枚2元
である。1日いる場合は、周りにコンビニなど店がないため昼食は台中で買っていった方
がよい∴3階の図書館を利用するときは、用紙に必要事項を記入し奥から資料を田しても
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らう。そこでのコピーしなかったので，コピー機の有無や料金は不明である。帰路のバス
停がわかりにくかったので現地周辺地図を載せる。
＊　帰りのバス停　＜「省訓圏」：往台中公車上車虞、「中興路：往台北国光競上車虞＞
地方行政酌紳心
＊　国史館台湾文献館ホームページ：http：／／www．th．gov．tw
（3）中央研究院
中央研究院（AcademiaSinica）は数理科学，生命科学，人文社会科学の三つの分野にま
たがって30の研究所をもつ台湾の最高学術機関である。台湾史の研究ならば，関係する研
究所は主に台湾史研究所，社会学研究所，近代史研究所といったところだろう。日本に留
学経験をもち日本語に堪能な研究者も多いので，中国語に自信がなくとも有益な示唆を得
ることができる。むろんしかるべき紹介者を通じて事前のアポイントをとることは必要で
ある。今回訪問した台湾史研究所は人文大楼北棟にある。広い敷地内の最も奥にそびえる
巨大などルで，背後には山が迫っている。正門から歩くと7～8分はかかるだろう。人文大
楼北棟の】階は「人文社会科学連合図書館」になっていてビジターでも閲覧が可能である。
台湾統治時代の史料も豊富である。複写本として整理されている文献もかなり見受けられ
た。コピーは1枚1元と安く設定されており，研究者に便宜が図られている。蔵書につい
ては日本からでもインターネットで検索が可能である。人文大楼北棟の玄関は2階になる
が，ここから入ると警備員に根掘り葉掘り質問される。どこから来た？誰に会いに来た？
アポはあるのか？パスポートを見せろ，などなど。それから研究室に電話で確認しOKな
ら，学生証（なければパスポートだったかも）を預け，許可証をもらって胸に付ける。そ
れでやっとェレベータに乗れる。国家機関だから仕方がないかと思っていたが，1階にあ
る通用玄関からの出入りはまったく自由のようだった。また隣の「学術活動中心」には大
きなレストランがあって食事ができる。中央研究院は台北市南港区にある。捷運（MRT）板
南線昆陽駅下車。改札を出て道路を渡るとバス停が並んでいるので212番，270番，藍25
番のいずれかに乗って約15分，中研院バス停で降りる。正門をやや過ぎたところにバスは
停まる。　＊　中央研究院ホームページ：http：／／www．sinica．edu．tw　　　　（斎藤）
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